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主題と目標 
 

高度なネットワークと大規模記憶装置の急速な発達によって，現在，膨大な量のデータがネッ

トワーク上で利用されている。本講義では，ネットワークを介して情報や知識を伝達・共有する

ための技術について講義する。具体的には，ウェブデータやテキストデータなどの大規模非定型

データ処理のための基礎技術として，情報検索やデータマイニング，ウェブ情報システムに焦点

をあてる。特にアルゴリズムとプロトコルの視点から，パターン照合技術・パターン発見技術・

HTMLやXML等の半構造データ処理・情報セキュリティ技術について学ぶ。 

 

授業計画 （項目，授業実施回数，内容） 
 

項      目 回 内       容 

情報検索とパタ

ーン照合 

８ 索引構造を用いた検索と文字列照合による検索の違い。Namazuなどの

全文テキスト検索システムの索引構造として用いられている転置ファイ

ル。ウェブ検索システムGoogleの仕組みと理論的土台。KMP法やBoyer

-Moore法とその変種，ビットパラレル手法などの各種パターン照合アル

ゴリズム。正規表現パターン照合アルゴリズム。近似文字列照合。圧縮

テキストに対するパターン照合。 

データマイニン

グとパターン発

見 

６ データマイニングとは何か。データマイニングの歴史。データマイニン

グと機械学習・統計との関係。データマイニングの応用。テキストマイ

ニングやゲノム解析のための系列マイニング。決定木構築や素朴ベイズ

法などの機械学習アルゴリズム。 

ウェブとセキュ

リティ 

１ ウェブ情報システム。XMLとXML情報検索。情報セキュリティと暗号。

トランザクション管理。アクセス管理。 

 

評価・教材・受講条件等 
 

《評価》 「情報検索とパターン照合」「データマイニングとパターン発見」「ウェブとセキュ

リティ」のテーマごとにレポートを課し，学習の達成度を評価する。成績はレポートの

評価で判定し，試験は行わない。 
 
《教材》 教科書は特に指定しない。各テーマの最初の授業で参考書を指定する。教材として，

適宜，基礎的な技術と最近の研究動向に関する資料を配布する。また，ｅラーニング教

材が提供されており，それを講義補助資料として閲覧できる（本便覧13頁を参照）。 
 

《受講条件等》 計算機プログラミングの経験を仮定する。アルゴリズムとデータ構造の基礎お

よび，データベースを学部において履修していることが望ましい。博士後期課程社会人

学生の場合，ｅラーニング教材を学修履歴取得可能な科目として利用できる（本便覧13

頁を参照）。 


